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記憶装置としての民俗空間

新島若郷

森　　明 子

若郷の山 には、山の ヒ トが住んで いる。

山の神様の木 は、一本 も伐 って はいけない。 木の枝 も、一 っ葉 も、持 って きて はいけないとい う。

正月φ9日 に山の神様が山へ木 の種 を蒔 くか ら仕事に行 って はいけない、 と昔 の人 は言 って、村

じゅう総 休みを した。 この山 には、昔 は三人 くらい大 きな松の木が あ った。 その木を、 うち らと

マゴバ アサ ンの親が宮棟梁 だか ら、 そのお じい さんて人が神様つ くる木 に 「この木が いいで しょ

う」 と言 った。 そう した ら、 た ったそれ っくらいの言葉で、神様 の住 ん どる木 だ もの、 そ こに住

んで いた ヒ トが、 そっちのアワイサマの方 の中途 の松 ノ木へ行 って、 それか らハ タシロサマへ上

が った、神様が。 うちの人 は、子 ど ものあ る、 もう働 く女衆が3人 も、 とられた。 男の人が一人

あ って、それ もとろうと思 ったけれど、 うちのニハ シラだか らその子 だけは とらな いと、神様 が

言 った(Rの おばあ さんが拝 む人 で、神様 の ことばを告 げた)。 それで昔 の親 は、「アワイの浜 へ

したもの は、絶対 に取 って食べん な」 っていいっ けに して あ った。 だか ら1年 に1回 ずつ、 ばあ

さん らがハ タ シロサマに行 く。天気 が悪 くて も行 くよ、私 も。

　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　 (若 郷、K女)

本村の宮塚山にも山の ヒトが住んでいる。

新 島は、 今 こんなに開 けて いるけど、昔 は山 に行 って もい ろんなの に会 った。

お正 月、 まだ山へ人 が行 かない ときに、お米持 って行 けばよか った もの を、正月 の一 番のハ ッメ

エ リだ もん。新 島 じゃあ、畑 とか山行 けばみん なマ ツルのよ、オ シ ンメイ(お 新米)っ て いう。

ハ シタテ って、 ヒノキヤマのあ っちにある神様が ポ ッカム ラシタって。 きれいな女 の人が 自動車

に乗 らして けう って。 隣へ乗 っけて宮塚 山 へ 上が る道 の前 に来 た ら、 「こっちよれ、 こ っち よ

れ」 って呼 び うってい うそ。 そ う した ら土手へぶ っっけち ゃって、その人間 はいな くな っちゃっ

た。 それで手 がっけ られな くて歩 いて きたところが、 オ レと会 って身震 い した って。 オ レ、同級

生 の新年会 で、会費集 めてて、その オ トウサ ンに、観音様 で行 き会 った。そ のオ トウサ ンは、若

いうち死ん じゃった。 オ カアサ ンも、 も う67く らい じゃあ ないの。 うちへ行 って、「Tに 、 ひ と

り行 き会 った」 って言 った って。だか ら正気 にはいただよな、別 に酒 にいたわけ じゃな い。 昔 は

そんなのあ ったで よ。 それだか ら、 ム ラへ とへんな もんが下 りて来 ないよ うに、観音 さまのそ こ

に、 こうい うでか い石で、塔 た っち ょるのよ。 そ こに もう、 ムラへ下 りて こないよ うに、封 じ
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ちゃうだ。「何でこれはよ」 って聞いた らよ、山から来ないようにだって。だから、新島にも、

なんやいろいろあったそよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (本村、T女)

　目には見えないが霊威をもっヤマの ヒトを、村の人は畏怖 し、人の世界にはいってきて社会の秩序

を侵さないように慰撫する。 ここで、若郷には若郷の、本村には本村の、それぞれのヤマのヒトがい

ることに注意 したい。本村の人は若郷の このようなヤマのヒトの話を知 らないし、本村の人が怖れる

宮塚山は若郷の人にはいっこうに恐ろしくない。

　人が住む空間には、人が社会的 ・文化的な意味を与えている。本稿は、民俗世界が空間を区分 して

いることに注目して、若郷というひとっの民俗世界を領域から記述 しようとするものである。

1.若 郷 の地 形

　若郷の成立にっいては、すでに東京都の調査において報告 されている。それによると、18世紀の初

頭(宝 永年間)に 、本村の北村が崖崩れにあったことを契機 として、移住がなされたらしい。本村の

北側にたちふさがっている宮塚山の東側の山腹を抜 け、東にアッチヤマをやりすごして下りきったと

ころに、クダマキ橋がかか っている。 クダマキは、宮塚山、アッチヤマ、 ジナーカー、新島山という

四方の山の山すそが落ち込んでいる谷で、付近一帯 に若郷の畑が広がっている。クダマキか らさらに、

新島山を東に見なが ら北上 していくと、島の北端近 くの若郷部落にたどりつ く。

　浜に臨む郷 は低地に位置 し、道は坂を降 り

きって郷に入る。 この道はそのまま郷の中央を

っっきって神社につ きあたり、その東西 に屋敷

地が整然と配されている。神社 と反対の、郷の

南端に近いところに寺 と墓所がある。郷の東側

は新島山の崖が屏風のようにそびえ、北は神社

の背後にネブサキの山がそびえる。西は前浜に

臨み、 もとはここに漁船があがっていた。西が

海に開かれているとはいうものの、郷はひとっ

の口しかもたない袋のように、外界の刺激にさ

らされにくい世界を形成 している。袋の口にあ

たるのが木戸である。新島山やネブサキの山へ

の登り口も、木戸の坂を上 り、畑をっきぬけて

山へとりかかる。 図1若 郷周辺
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新島山の崖の裾を腰の下 といい、そこには常用の野菜のために、わずかのウチバタ(内 畑)が 開か

れている。それ以外の畑 は、木戸の上か らクダマキー帯に広がる。新島山、ネブサキの他 に、ジナー

カーも若郷のヤマである。 アッチヤマは、若郷と本村の両方の山だといわれている。

　ジナーカーは トブネ港の上方の山をさす。 トブネ港は、 もともと嵐のときなどの非難港であったが、

1961年、護岸をっ くって若郷漁港と定め られ、漁船は前浜か らトブネに移動 した。船が郷の外へ出さ

れたことによって、漁業はますます人々の家庭生活か ら遠いものになった。かって 「男は漁師」とい

うほど、漁業は若郷の経済生活、社会生活に重要な位置を占あていたが、漁業の重要性は、若郷社会

において相対的に低下 してきている。

皿.家:歴 史 を空間 にとどめる言語

　若郷部落の特徴のひとっは、整然 とした屋敷割である。郷 は、木戸か ら神社へ と延びる道路を軸 と

して、その両側に4軒 を1ブ ロックとした屋敷地が配 されている。この屋敷地の面積は、ほとんど一

定 している。

　各屋敷地にオーヤとインキ ョが建てられていて、オーヤに当主の家族が、インキ ョに当主の地位を

譲った親夫婦が生活する。村武 ・郷田の著名な研究は、このオーヤとインキ ョが別世帯を形成 しなが

写真1.文 化7年 作成　若郷村地図
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ら、ひとつの 「家族」を構成 していることに注目している。村武 ・郷田が 「家族」という概念によっ

て整理 したものは一区画の屋敷地に対応し、人々はこれを 「家」と呼ぶ。「太平」「弥五左衛門」など、

かっての家の、代々の当主の名前を 「家の名」として今 も記憶 し、それが郷内での呼称になっている。

太平の家(太 平の屋敷地)を 「タヘインニ」、弥五左衛門の場合なら 「ヤゴデー二」といい、これが

同時に郷内の位置を指示する言語にもなる。たとえば、かって海岸の砂丘にい くっかの小高い丘があ

り、これをモ リといったが、モ リの名前 は、その近 くにある古い家か らとられた。「与一右衛門」の

家からまっす ぐ浜へおりるところにあるモリは 「イーチーモ リ」というように。また、井戸にもその

近 くの家の名前がとられた。「甚左衛門」の家の前に掘 られた共同井戸は、「ジンデーイド」という。

モ リにしても井戸にして も、特定の家の名前が使われるが、それは所有をあらわすのではなく、郷内

での位置を示すものである。井戸の名前には、オクチョウイ ド、テラチ ョウイ ドというように、郷を

二分する町名 も用 いられている。

　家の名は、郷をマス目に区切った区画の名前にほかならない。それは若郷の者の知識であり、よそ

か ら来た者は、まず、その名前を知 らなければ若郷の人々と会話することができない。開拓以来数百

年、家の名前が変わ らず現在にいたっていることが、 このような家の名の重要な用法を可能にした。

郷はこの屋敷割によって構成 されており、若郷の歴史は、この屋敷が描き出 しているマス目の中に書

き込まれてきた、といえる。

　移住の記録が残 されている年(1710)か ら約100年 後の文化7年(1810)作 成の村地図を、現在若

郷支所が保管 している。それを見 ると、神社、寺、屋敷地の配置による村の基本的な構成は、全く現

在 と変わらない。そればか りか、そこに記 されている38の家の名 もほとんど変わらないのである。当

時は、寺 と墓所 は屋敷地の区画の南端に位置 し、それより南側は内畑であったが、現在では木戸まで

ヤカタの家(分 家等による新 しい家)が 建てられている。また、海岸部に沿 ってもヤカタの家が建て

られて、郷 は南と西に拡大 した。飽和状態になった近年は、木戸から郷を出て、坂の上の霞山に新築

の家が建てられている。 このような郷の拡大を経験 しなが ら、新 しい家の屋敷地の大 きさは18世紀以

来の古い家とほとんど変わらず、古い屋敷地の中央を通る道は、現在でも郷の中央道でありっづけて

いる。昭和5年 には、若郷の大半の家々が焼失する大火があったが、焼け跡に建て直された家々も、

かっての屋敷地のマス目をそのまま踏襲 して、郷を再現 した。 ここに、我々は、郷 という領域の歴史

的な根強さを見せつけられるのである。

　郷の歴史は、家の名 とともに記憶 され、歴史の中の人物は家の名によっ・て示される。歴史を思い返

すときには、現在のその家の人が、歴史の主人公となって人々の記憶の中に歴史が再生産されること

になる。人の呼称 も指称 も、世代呼称に家の名を冠 して 「タヘインカア」「ヤゴデーンバア」のよう

に、家ごとに与えられることは、個人がその家によって特定 されることを示 している。人も、郷のマ

ス目の中に配置 されていると考えることができる。
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皿.労 働:郷 、 ノバ ラ、 ヤ マ

　若郷の人々の活動領域は、郷 とノバラ、ヤマ、そして海に分けられる。

　海は、船に乗る漁師の男性の世界である。以前は若郷では、男の子が生 まれれば、その子がどの船

の船子になるのかをす ぐに考えたというほど、男であれば漁師であることがごくあたりまえのことと

考えられていた。女性が船に乗 ることは、今よりも厳密に忌まれたから、海は男性だけの領域であっ

た。女性は、対照的に、陸の上の非常 に多様な仕事を一手に引き受けていた。従 って、 ここでは女性

の生活空間をみることになる。

　陸上のn働 空間は、大 きく 「郷」「ノバ ラ」「ヤマ」に区分 される。

1.郷

　郷は、家々の並ぶ空間で、南北には神社か ら木戸まで、東西には新島山の腰の下につくられている

内畑から浜までを含む。郷 は、若郷の社会生活が営まれる空間であるが、労働空間としても、重要な

空間である。料理のように必ず家の中で行われる仕事は別 としても、女たちは毎夕、井戸 と家を往復

して水汲みをし、また、屋敷地内のネーバには、イモをふせておいたり、台所ですぐ使 う野菜などを

っくった。魚の加工にも、畑やヤマの ものの加工にも、ネーバは重要な仕事場であった。20年 ほど前

までは、豚 もここに飼われていた。食べ物の余 りなどを餌にして1年 ほど育て、前浜から豚船を仕立

てて生体のまま東京に売 っていたのである。

　新島山の腰の下には、小 さなウチバ タ(内 畑)が 段にっくってあって、 ノバラに出ないときの畑仕

事はここでやっている。

　前浜に船があがっていた当時は、数人の女性が協力してヨイ トマキで、船を浜にひきあげ、漁の獲

物を浜で受取 り、シロ分 けして、桶で運んできては、屋敷地で加工 した。船が出るときの網などの準

備も浜で女性が手伝い、また、船に水を汲むのも女性の仕事だった。さらに、夫の漁船の世話ばか り

ではなく、前浜に東京便の汽船のはしけか ら荷がおろされと、荷役として働 き、労賃を稼 いだ。

　魚の加工は非常 に重要で、クサヤとなる魚を夜遅 くまでかかって開 く仕事は、女性の労働力に負 っ

ていた。漁業は、海で船 にのっている間は男性のものだったが、浜か ら陸にあがれば、女性の活躍を

無視 してはありえない。ただ し、網っ くろいなどは、老練な漁師が陸の上でおこなったが。このよう

な、浜に密接 に結 び付いた女性の労働は、漁港が トブネに移動 した1960年 代以降は、行われな くなっ

た。

　 また、ツバキヤマといって、秋に椿の実を一斉にとるが、椿の実は郷において主婦が自分で加工 し

た。まず自家のネーバで実を乾か し、硬い殻が花のように開 くと、それを夜なべ仕事に手でむく。そ

うして取 り出 した実を、油搾 りの設備を持っ家に持っていき、設備だけ借 りて仕事は自分たちでした。

実をカラウスでっいて、黄色い粉になったものを蒸 して油をとる。一度 とると、二番 も搾る。カラウ
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スは二っあり、 ウスを踏む人と返す人があるか ら、4軒 か5軒 で組になって作業をした。作業は4日

か5日 かかり、搾 った油の1割 程度を、使用量 としてその家に支払 った。

　アシイ レを伝統的な婚姻形態とする若郷では、生家 と婚家の間を移動する人の動きが非常に活発で

ある。 さらに婚家 と生家、キ ョーデー(キ ョウダイ)、モイとモイッコ、ニンズ等の、親 しい女性は

しばしばモヤイと呼ばれる協力関係を結んで互いの労働を助け合う。 これ らの人々が、整然 とした屋

敷割に凝縮 された郷空間の中で、家、井戸、浜、内畑の間を行き来 し、毎朝、墓参りにも行 った。若

郷の女性は、屋内に座 っていることはまれで、郷においてもまめまめ しく屋外で働き、非常に多様な

仕事をその手でこな してきた。

2.ノ バ ラ(野 原)

郷から木戸を通 り越 し、坂道をあがるともうノバラ(野 原)で ある。現在の坂道は車が通れるよう

に広 くしたS字 カーブであるが、旧道は、木戸の上は木が諺蒼 と繁 る山の中を階段を踏んで トンネル

の中を登って行 った。旧道を登 りきったところに、山の神の社がある。

リヤカーのない ときは、天秤 で シモ ノコヤ シを ささいで行 った。 トンネルのまん中 ころ、 上の、

山の神様 のと ころでみんな休 んだ。 当時 は、 こ うして1回 ずっ天秤 でかっ いで行 った。向 こ うか

ら来て も、 こっちか ら行 って も、坂道 の上 の ち ょうど頂上の ところに、大 きな松が あって、そ こ

で休 んで いると、他 の人 に も会 って、話 を した。

　　　 　　　　　　 　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　 　　　　　 (若郷 、Y女)

写 真2.山 の 神
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